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研究論文
経 営学部 における教育へのICT活 用 の試み
一作業負担軽減 のICT利 用から学習者 のためのICT利 用へ一
穂 積 和 子
1.は じめ に
ICT(情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術)【 注1】 の 進 展 は大 学 の教 育 の 方 法 に多 様
化 を もた ら した。 ノー トパ ソ コン とプ ロジ ェ クタ を用 い て 、 プ レゼ ンテ,_....,ション ソ
フ トで 作成 した ス ライ ドを示 しなが ら授 業 を行 うこ とは特 別 な こ とで は無 くな っ て
き てい る。 ま たWeb上 に教材 を提 供 した り、Web上 に小 テ ス ト問題 を置 い て学 生 に
解 答 させ るプ ログ ラム も簡 単 に開発 で き る よ うに な っ て きた。ICTが 様 々 な面 で 、
組 織 業務 の効 率化 や 従 業員 の創 造性 の発 揮 に役 立 ち、 多 くの企 業 で利 用 され て い る
の はそ の効 果 が あ るか らで あ る。 大 学 にお い て もICTを 利 用 して 教員 や 学 生 がそ の
恩 恵 を十分 受 け る こ とがで き る時 代 とな って きた。
しか しなが らキ ャ ンパ ス の情 報 化 を は じめ と して教 育へ のICTの 活 用 は 企 業 のIC
Tの 活 用 に比較 して遅 れ て い る と言 わ ざる を得 な い。e-japan構 想 を は じめ と して情
報 を活 用す る教 育 は小 中高 等学 校 にま で浸透 しは じめ、教 育 の情 報化 の声 の トー ン
も大 き い もの とな って き た。 その対応 を迫 られ て い るの が多 くの大 学 の現状 で あ る。
しか し大 学 全 体 と して教 育 へ の情報 化 を一斉 に行 うこ とは な かな か難 しい。 それ
は個 々 の教 員 がICTを 活 用 した い と思 わ な い か らで あ る。 活 用 した い と思 うた めに
は その 効用 を教員 が理 解 す る必 要 が あ る。 しか し情 報 を専 門 と しな い 教員 に とって
はICTの 活用 には 障壁 が あ る もの で あ る。 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 で は教 員 へ のICT
利 用 の啓 蒙 活 動 と して 、 大 学や 学 部 で の情 報化 の 取組 を紹 介 す るだ けで な く、ICT
に縁 の無 か った一 般教 員 がITを 活用 す る よ うにな った 経験 を紹 介す る 「授 業 改 善 奮
戦 記 」 の コー ナ ー を用 意 して い る 【注2】 。 こ こ には 失敗 談 を含 め た教 員 のICT利
用 の体 験 がつ づ られ て い る。 しか し一 度 、ICT利 用 の体 験 を してそ の利 用 効果 を理
解 す る と、 そ の後 の活 用 方 法 はICT提 供 者 側 が 期待 して い た以 上 の もの とな る こ と
が 多 い。
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本稿 には筆者が今 まで実践 してきたICT利 用 の教育の小 さな試み を紹介 してい る。
それ は 【注2】 にあげ られ てい る例 のよ うに革新 的な もので はな く、ICTの 提供側
が期待 している範疇での利用 であ る。本稿 の 目的 はこの実践 を とお して 、ICTを 利
用す る とどの よ うに教員 の作業負担 が軽減 され るか、ひいては学生 の学習 のために
どの よ うに貢献で きるかの資料 とな ることである。ICTを 使 えば新 しい教育がで き
る とは限 らない。 しか しICT利 用 の実践 の積み重ねが、教育方法へ の変化 に繋 が る
と考 えてお り、新 しい取組への触媒 の効果 を果たす ことがで きることをも期待 して
いる。
2.ICTとe-Learning
(1)教 育 ・学 習 支 援 の 概 念 用 語
IT(情 報 技 術)と い う用 語 は 一 般 的 に 利 用 され る 言 葉 で あ る 。 しか しそ こ にC
(Communication)が 入 りICTと な っ た の は 、ITが 情 報 を 処 理 す る だ け で な く コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ンの 道 具 と して 有 用 で あ る こ とが 認 識 され る よ うに な っ た か らで あ る。
コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 教 育 や 教 育 を 支 援 す る用 語 もCAi(ComputerAssisted/Aided
Instruction)か ら始 ま っ て 、CBI(ComputerBasedInstruction)、CAE(ComputerAided
Education},CMI(ComputerManagedInstruction),ITS(lntelligentTutoringSystem),
ICAI(IntelligentComputer-AidedInstruction)、CSCL(ComputerSupportedCooperative
Learning)な ど と そ の 時 々 の 時 代 の 技 術 に 対 応 して 作 られ て き た 。CAIは1950年 代
か ら使 わ れ て い る。 しか し利 用 す る 際 の 費 用 の 高 さや 学 生 の 利 用 環 境 の 準 備 が で き
て い な か っ た こ と に よ り、 十 分 に普 及 して き た と は 言 え な い 。
(2)e-Learningの 定 義
こ こ数 年 の イ ン タ ー ネ ッ トの急 速 な 普 及 は 、 バ ー チ ャル ・ユ ニ バ ー シ テ ィ 、 オ ン
ラ イ ン 教 育 、 そ し てe-Learningと い う用 語 を 生 み 出 して き た 。 最 近 で はe-Learning
とい う用 語 が 良 く用 い られ 、 特 に 企 業 で は 新 し い ビ ジ ネ ス と し て 多 く の 企 業 がe-
Learningビ ジ ネ ス に 参 入 して い る 。1999年 に 使 わ れ 始 め たe-Learningの 用 語 は 、 現
在 で も定 義 す る 人 に よ っ て 定 義 は 異 な っ て い る。
情 報 学 事 典 で は 「コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク を利 用 し、 電 子 的 に配 信 され る教
材 を 使 っ て 学 ぶ 利 用 形 態 」 と あ る 【ll。eラ ー ニ ン グ 白書 で は 「情 報 技 術 に よ る コ
ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク な ど を使 っ た 主 体 的 な 学 習 で あ る 」 【2】 。 マ ー
ク ・ロー ゼ ンバ ー グ は 、e-Learningの 基 準 を 次 の もの と して い る 【3】。
・ ネ ッ トワ ー ク を 活 用 し
、 瞬 時 に 更 新 、 検 索 、 配 布 、 共 有 を行 う こ と
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・ イ ン ター ネ ッ ト技 術 を活 用 し、 コン ピュー タ を介 して配 信 す る こ と
・ 伝 統 的 な訓 練(ト レー ニ ング)の 枠 を超 えた学 習 ソル ー シ ョンで あ る こ と
よ り分 か りや す い も の と して 、 清 水 康 敬 【4】は 、e-Learningを 「デ ィス プ レイ
の提示 内容 に対 して、 能 動 的 な学 習者 が、 イ ンタ ラクテ ィブ に学ぶ 形 態 」 と し、
・ イ ン ター ネ ッ ト利 用 を含 む がそ れ だ けで はな い
・ 遠 隔教 育 を含 む がす べ て で は ない
・ 今後 の展 開 を考 え て利 用 技 術 で 定義 しない
と説 明 して い る。 さ らに 「提 示 機 能 」、 「チ ュー タ リン グ機 能 」、 「対 話 機 能 」 が
e-Learningシ ステ ム と して 必須機 能 と して い る。
(3)e-Leamingを 実 現 す る技 術
こ こに示 され た機 能 は 、電 子 メール 、 電子 掲 示板 、ネ ッ トワー ク上 の フ ァイ ル 共
有 、 グル ー プ ウェ ア な どの 誰 で も利 用 可能 なICTを 用 い て 実現 す る こ とが で き る。
また遠 隔教育等 を実 現す るため にはそれ を支援 す るLMS(LearningManagementSystem)
と呼 ばれ る シス テ ムが 必 要 とな る。 一般 的 なLMSが 持 つ機 能 と して は 、教材 作 成 、
教材配 信 、 コ ミュニケー シ ョン、成績 進捗 管理 、カ リキュ ラム管理 な どが ある 【6】。
教材 作 成 、教 材 配 信 、 コ ミュニ ケ ー シ ョン は既 存 のICTを 用 い て実 施 す る こ とが で
き る。 また学 生 の成績 進 捗 管 理 につ い て もデ ー タベ ー ス管理 シ ステ ムな どで シス テ
ム を作 る こ と もで き る。 しか しe-Learningを 統 合 的 に実 現 す るた めの シス テ ム と し
て 、各 社 か らe-Learning用 の プ ラ ッ トフ ォ ー ム が販 売 され て きた。 そ れ は さま ざま
なICTを 個 別 に利 用 しな くて も、そ の世 界 に 閉 じて行 うこ とが で き るか らで あ る。
市販 され て い るLMSは 、 そ の提 供 機 能 の レベ ル か ら、教 務 事 務 システ ム と連携 す
る こ とので き るBlackBoardの よ うな統合 教 育環 境 シス テ ム 、WebCTの よ うな 統合 型
e-Learningシ ステ ム 、WebClassやNetTutorの よ うな教 材 作 成 と成 績 管 理 機 能 だ け を
持 つ安 価 なLMSに 分 け る こ とが で き る 【注3】 。
(4)e-Learningの 利用 形 態
大学 で のe--Learning利 用 形 態 として は 、 単位 認 定 のた めの オ ン ライ ン コー ス の提
供 、大 学 間 ま た は大学 内 の遠 隔地 を結 ん だ授 業 の配 信 、遠 隔地 を結 ん だ協 調 学 習 、
そ して 自己学 習 の た め の教材 の提 供 も含 まれ る。 これ らオ ンライ ンだ け に よる利 用
形 態 で な く、対 面式 の集 合型 の授 業 を組 合せ たブ レンデ ィン グ型 の利 用形 態 もあ る。
ブ レンデ ィ ング型 は 両者 をサ ン ドイ ッチ に して利 用 す る もの で あ り、 オ ン ライ ン教
育 よ り教 育効 果 が あ る とい う意 見 も多 い。 対 面式 の授 業 を行 い、 学 生 に 自己学習 を
行 わせ 、学 生 の学 習成 果 を見 た後 、そ の成 果 に基づ い て授業 を行 うこと もe-Learning
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に含 まれ る とい うこ とで あ る。
(5)e-Learningの 品質
e-Learningは 提供 す るオ ン ライ ン コー ス の質 が 重 要 で あ り、 そ の 品 質 を高 め るた
め の様 々な調 査 が行 われ てい る。 そ れ らの調 査 報告 書 や 共通 ガイ ドライ ンに は質 の
向上 のた め の重 要 な事 項 と して次 の こ とが示 され て い る 【5】。
・ 教 員 と学 生 、学 生 間 の相 互 作 用 を 高 め る こ と
・ 学 生 の質 問 に対 す る適 切 且 つ迅 速 な同答 が で き る こ と
・ 学 生 か ら提 出 され た課 題 へ の建 設 的 な フ ィー ドバ ック がで き る こ と
コ ミュニ ケー シ ョンの道 具 を活 用 す る こ とに よっ て、 学 生 の学 習 に効 果 を もた ら
さな けれ ば な らな い とい うこ とで あ る。
(6)e-LearhngとICTの 利 用
e-Learningと はICT技 術 を用 い 、 か っLMSの 援 用 を受 け て 、 学 生 が 主 体 とな る よ
うに、 教 育 の質 を高 め るた めの概 念 と と らえ る こ とがで き る。 しか しLMSを 用 い な
く ともガ イ ドライ ンで示 され た よ うな項 目を実 現す るた めの教 育 は、誰 で も利 用 可
能 なICT技 術 を用 い て 今 ま で 大 学 で 行 われ て き た。e-Learningは(1)項 で 述 べ た教 育
の概 念 用 語 の1つ で あ り、教 育 を支 援 す るた め にICTは 以 前 か ら活 用 され て き て い
る ので あ る。
教 育 にお け るイ ンター ネ ッ トの利 用 が多 くな って きた 現在 、大 学 で は どの よ うに
ICTを 利 用 しよ うと してい るので あ ろ うか。 これ につ い て次 章 の3章 で述 べ る。
その あ と、4章 で はICTを 利 用 した経 営 学部 の情 報 活用 の実 践 につ いて 、5章 で はLMS
を用 い た教 育 の 実践 につ い て述 べ て い く。
3.大 学 で の イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 状 況 と 教 材 開 発
イ ン ター ネ ッ ト技 術 は誰 で も簡 単 に利 用 で き るた め、 それ を教 育 に利 用 した い と
考 えて い る大学 は 多 い。 こ こで は、 大 学 がICTを どの よ うに利 用 した い と考 え てい
るかや 、 実現 す る上 で の問題 点 を示す こ とで 大 学 のICT利 用 の現 状 を示 す。
表1は メデ ィア 開発 セ ン ター 作成 の 「イ ン ターネ ッ ト利 用 の程 度 」 の ア ンケー ト
結果 の うち、 「積極 的 に利 用 したい 」 と 「あ る程 度利 用 したい 」 を合 計 し、そ のパ ー
セ ンテ ー ジ の大 きい順 に並 び替 えた もの で あ る 【7】。
表1の うち、斜 体 で示 した も の が授 業 で の イ ン ター ネ ッ トの利 用 で あ る。10位 ま
での利 用 につ い ては 、現 在 のICT技 術 を利 用 して容 易 に行 うこ とが で き る。 しか し、
15位 の 「録 画 した授 業 のwwwへ の搭 載 」 に な る と半数 の機 関 で しか利 用 したい と
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1 電子メールや電子掲示板 による事務連絡 100.0
2 図書資料のデータベ ース化 100.0
3 電子図書館の活用 98.2
4 … ヘアクセヌして贅料を篠 させる授業 96.4
5 宥子メール や唐子掲示叛 による学生からのレポーみ等の提出 96.3
6 研 究活動 ・機 関の出版物の公 開 94.6
7 電子メールや電子掲示板による授業への質巖 付 90.9
8 ホーム!0一 ジを観1し た教 材 の提 浜 87.2
9 ホームページを瑚 した学塗の借報交換 78.2
10 学塗潤の講 のための霞子掲示板やメー〃ンクツヌみの提供 70.9
1! 勉磯闘との単位互換による授業 70.E
12 … 乙とでの公嚴講座 65.4
13 海 外機戻アとの学空との交読hによる学習 62.7
14 インターネット利 用 によるテレビ会議 58.2
15 録画した授業の階 へのa 50.9
16 単位を発行するオンライン授業 33.5
(注)「 積極 的 に利 用 したい」、 「ある程 度利 用 したい」 の合 計パ ー センテ ージ数
思 っ てい な い。 これ は授 業 を録 画 す る とい う作 業 が必 要 に な り、容 易 に行 えな い こ
とも原 因 の1つ で あろ う。 ま た16位 の 「単位 を発 行 す るオ ン ライ ン授 業 」 に な る と
約1/3の 機 関 しか利 用 した い と思 って い ない。 これ は 、 オ ン ライ ン授 業 と して コー
ス が 完成 して い る こ と、 ま たLMSが 必 要 とな る とい う理 由だ け で な く、 教 材 開発
の負 担 、 コ ミュニ ケー シ ョンを含 めた運 用 な どの負 担 が か か る か らで あ る と考 え ら
れ る。
同 じ実 態 調 査 の資 料 に よ る と、 マ ル チ メデ ィア やICTの 導 入 や利 用 に 関 して約9
割 の機 関 が積 極 的 で あ る もの の 、 メデ ィア教 材 を 自作 して い る機 関 は1割 に満 た な
い 【8】。 そ の 理 由は 、 「教 材 の 制 作 が 容 易 で な い 」 と答 え た機 関が9割 を超 え て い
る こ とか らも伺 え る 【9】。 また教 材 開発 に っい て は1つ の コー ス ウェア を 開発 す る
た め に1000時 間 を使 っ た とい う報 告 も あ る 【10]。 教 員 が マル チ メデ ィア教材 を 自
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作す るための学内組織 な どの組織的支援 はまだ35%程 度 の組織 しか行われてお らず、
民 間企業への外 注が15%も ある ことか ら、教材 開発 については まだまだ難 しい問題
があると考 え られ る 【11】。
しか し表1の8位 の 「ホームペー ジを利用 した教材 の提供」 について は87%の 機 関
が利 用 したい と考 えている。 これは現在 のICT技 術 を用いれば容易 に作 ることがで
きるか らである。 またホームペー ジを置 くためのサーバ を無料で貸 して くれ るプロ
バイダ も増 え、教員 が個 人的に作 ろ うと思 えば費用負担 な しに作 ることもできる と
い う現状 もそれを後押 ししてい る。
イ ンターネ ッ トを用いて大学で行 いたい教育 の多 くは、円熟 した技術 を利用 した
ものであ り、簡単 に使 える技術であ る。 しか し 「他機 関 との単位互換 による授業」
や 「海外機 関 との学生 との交流 に よる学習」 な ど、LMSや 新 しい技術 を利用 した教
育方法への期待 もあることが読み とれ る。次章 か らの本稿での実践 もこの調査 の結
果 と同様 に、その とき どきで利用 可能な技術 を活用 した り、新 しい技術 を利用 して
行 ってきた もので ある。
4.経 営 学部 にお け るICT活 用 教 育 の 実 践
本 章では経営学部で行って きたICT活 用 の実践の試 みにつ いて紹介す る。 それ を
何 故行 う必要があったか、そ してそ の効果 と問題点が紹介 され ている。項 目的 には
3章 の表1に 示 したイ ンターネ ッ ト利用要求の高い ものの一・部が実践 され ている。
41Webに よ る教材 や シ ラバ ス の提 供
(1)目 的 と方 法
Webサ ーバ を利 用 して 、 シ ラバ ス や教 材 の提 供 を1995年 よ り行 っ てお り、 現在 は
外 部 プ ロバ イ ダの サ ーバ を利 用 して 提供 して い る。
Web教 材 を学 生 に利 用 させ た い と考 えたの は二 部授 業 を担 当 した ときか らで あ る。
二 部学 生 は仕 事 で授 業 に 出席 で きな くな る こ とが 多 く、 どこま で授 業 が進 んだ のか 、
課 題 と して何 が出 され た か を友 人 に も聞 く こ とが で きな か っ た。 特 に コン ピュー タ
の演 習 を伴 うよ うな授 業 にはつ い て い くこ とが難 しくな っ てい た。 そ こで、 どこま
で や った か 、課題 は 何 か をWebか ら見 る こ とが で きれ ば、 単位 取 得 を断 念 させ る こ
とな く履 修 させ る こ とが で きる と考 えた。 これ は社 会 人 を対 象 とす る遠 隔授 業 の発
展 に も同様 の 目的 が あ る と考 え られ る。 以後 、教 材 を徐 々 に整備 し、全 て の科 目の
教材 をWebに あ げ る よ うに した。
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教材や シ ラバ スだけでな く、 レポー ト課題 な どの採点評価 について もWebに 載せ
た。それ は学生達が どの よ うに採 点 されたのか、全体 と して どの よ うな傾 向があっ
たか を知 るこ とがで きるよ うにす ることが 目的であった。
(2)効 果 と問題点
1995年 当時の学生達 は 自宅か ら大学 のWeb教 材 を読む環境 はあま り無かった。 し
か し大学 に来てそれ を読む ことで、上記の問題 は解 消 され た。
教員 に とっては教材プ リン トを配布す る必要 が無 くなった こと、良 く聞かれ る質
問の解説 もWebに あげ ることに よ り、授業時間 を効果的 に使 うことがで きた。そ の
他の効果 としては、過去の教材 にフ ィー ドバ ック しなが ら次年度の教材 を作 り直す
ことがで きた ことである。 この こ との教員 に とって のメ リッ トは大 であった。ICT
技術の進展 は早 く、情報関連の授業 においては毎年教材 を改訂 す る必要があ る。 し
か し教材 を部品 と して作成 してお くことによって再利用 が可能 とな るか らである。
過去 に作成 した印刷べ 一スの教材 は どこにあるかを探すのは難 しい。教材 をWebに
あげることが、過去の教材 を含 めて コン ピュー タ上の教材データベー ス とい う資源
を教員 に与 えて くれた ことになる。
ただ し良い ことばか りで はない。教材 を授 業前 までにはWebに 上げな けれ ばな ら
ない。 学生 は 「自宅のパ ソコンでWeb教 材 を印刷 したいので授業 の前々 日までには
Webに あげて欲 しい」 と要求す るので、教員 は教材作成 に追 いま くられ る。 また授
業はスケジュール どお りに進むわけではな く、その場合 は、授 業後 に教材 を修正 し
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なければな らない。更新 していない と欠席 した学生か ら 「どこまで進んだのですか?」
とい う質問メール が来 る。 しか し教材 が改訂 されてい くために、次の年 の講義スケ
ジュール を検討す るときの資料 とす ることがで きる。過 去の履歴教材デー タベー ス
としての価値が あることは確 かである。
採点評価 をWebで 掲示 したものの、それほ ど多 くの学生が見ていたわけではなかっ
た。それは各 自の成績 ではな く、全体評価 だったか らか も知れない。 しか し、今後
も採点結果 に対す る考察 を読む こ とは大事な こ とである ことを教 育 しつつ、Webに
上 げてい く予定である。 この評価 も次年度の試験問題 を作成す るためのフィー ドバ ッ
クデー タとして教員 に とって有益で ある。
4.2メ ー リング リス トと電 子掲 示板 の 利用
(1)目 的 と方 法
メー リング リス トはゼ ミ生 を対 象 に、教員 か らの連 絡 と学 生 が 質 問 で き る こ とを
目的 と して行 った。 頻 繁 に学生 に電 子 メー ル を送 る こ とに よ り、授 業 の時 間 内 だ け
で な く、ゼ ミ員 と して の 自覚 を持 た せ 、学 習 へ の意 欲 を喚起 し、 学 習へ の動機 付 け
を与 え る こ とが で きる。
電 子掲 示 板 は授 業 一般 の 質 問用 、 ゼ ミ用 、学 生 同士 用 、卒 業 生 用 を用 意 した。 こ
れ は電 子 メール ほ ど緊急 では ないが 、情 報 の提供 、議論 の場 とす る ことが 目的 であ っ
た。
(2)効 果 と 問題 点
電 子 メー ル に よ り伝 達 事項 を徹底 で きる こ とは教 員 の効 用 で あ り、学 生 に とって
もや らな けれ ば な らない こ とを確 実 にす る こ とが で き るメ リッ トが あ る。 学 生 同士
に とって もゼ ミの仲 問 とい う共 通 意識 が め ば え、電 子 メール の交換 を頻 繁 に行 い、
グル ー プ活 動 を活 発 にす る こ とがで きた。 また 学生 は直接 教 員 に会 っ て話 す こ とは
で きな くて も、 電子 メー ル で は相 談 で きる とい うこ ともあ った 。
教員 に とって の メ リッ トが大 きい こ とは授 業 中に話す の を忘 れ た こ と、 ま た資 料
が見 つ か った ときな どにす ぐに学 生 に連 絡 で き る こ とで あ る。 い つ も学 生 と繋 が っ
てい る とい うこ とは学 生 に とって もゼ ミ員 と して の 自覚 を持 つ の に役 立 った。
問題 として は 、学 生 は毎 日大 学 に来 るわ けで は な く、 大学 が 与 えた電 子 メー ル ア
ドレス の電 子 メール を あま り利 用 しな い とい うこ とで あ る。 ゼ ミ員 全 員 が 自宅 にイ
ン ターネ ッ ト接 続 のパ ソコ ンを持 っ てい るわ けで もなか った 。 そ の た め携 帯 メール
ア ドレス 、大 学 の電 子 メール ア ドレス 、 自宅 か ら読 め る個 人 の 電子 メール ア ドレス
126
研究論文●経営学部における教育へのICT活 用の試み
を含 めた メー リング リス トを利用 した。資料 な どのフ ァイルはWebに 置 き、それを
参照す るよ うに とい う指示の電子 メール を送 る とい う方式に してい った。 これ によ
り携帯 に電子 メール を もらった学生が大学 のパ ソコンで ファイル をダ ウン ロー ドす
るとい うよ うな事が可能 となった。学生か らの苦情 は教員か ら夜討 ち朝駆 けで電子
メールが送 られ るのが困る と言 うことであった。
電子掲示板 についてはゼ ミ員以外の知 らない人に読 まれ ることか ら、あま り活発
に利用 されなかった。初期 には電子 メール で学生に送 った文書 を電子掲示板 に載せ
ることで後で も参照可能 にす るよ うに していた。 これ は情報 の順序や構 造に従 って
参照す るこ とができるか らであ る。 しか し、電子 メール での連絡頻度が高 くなるに
つれて電子掲示板 はあま り利 用 され るこ とが無 くな っていった。 ただ し、授業 の質
問用電子掲示板 は学生が質 問す るために利用 されてい る。いつで も質問で き、また
他の学生 の質問 と教員 の答 えを電子掲示板 で見 るこ とができるか らである。
遠 隔教育 における問題 点 として、電子 メール による学生か らの質 問に回答す るこ
とが大変であるとい うことがよく言われ るが、授業やゼ ミに限ればそれ程ではない。
それは対面授 業を行いなが らの電子 メール の利用で あるか らで ある。
4.3授 業 評 価 用や 学 生登 録 用CGIの 作 成
(1)目 的 と方 法
CGI(CommonGatewayInterface)を 用 いて 画 面 フォ.___ムを作成 し、Web上 か ら学 生
にデ ー タを入 力 させ れ ば 容易 に集 計す る こ とが で き る。 これ を用 い て授 業評 価 用 ア
ンケ ー トを作 成 し、そ れ を も とに授 業 評価 を行 った 。経 営学 部 で は学 部 と して授 業
評 価 を2000年 度 よ り行 ってお り、 それ を手 作業 で集 計す る必 要 が あ っ た。利 用 の 目
的 は集 計 を容 易 にす る こ とで あった。 また5章 で述 べ るNetTutorを 利 用 す る際の ユー
ザ登録 の た め に もCGIを 利 用 した。
(2)効 果 と問題 点
これ は教員 の作業負 担 の軽減 とい う効 果 で あ る。 学 生 に とって はWeb上 のア ンケー
トに答 え る とい う学習 を した効 果 で あ る。 大 学全 体 で授 業評 価 を行 うよ うにな っ た
2003年 度 以 降 はCGIを 利 用 して い な い。 しか し 自分 で集 計 す る方 が 学 生 の生 の声 を
聞 くこ とが で き る よ うで好 ま しか った とい う感 もあ る。
ア ンケ ー トの よ うなデ ー タにつ い て は授 業 に 出席 してい る学 生 の み の入 力 を集 計
す れ ば良 い。 しか しユ ーザ 登録 の よ うな場 合 に は欠 席 者対 応 も行 わ な けれ ばな らず 、
手作 業 での 作 業 も必 要 とな った。CGIの 利 用 と して はア ンケー トが 好 ま しく、今 後
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も利 用 して い く予 定 で あ る。
授 業 評価 の ア ンケ ー トCG1の 例
4.4課 題 レポー ト提 出や教材提供のための共有 ファイルの利 用
(1)目 的 と方法
学生の レポー ト課題 はプ リン トして提 出 させ ると、 どの よ うなプ ロセ スで作成 し
たか を見る ことはできない。 またゼ ミでは教材や資料 を共有す る必要 があ り、共有
ファイル の利用が必要で あった。現在ではパ ソコン演習室に科 目別 ・担 当教員別 の
共有 フォル ダがあ り、教材や資料 を置いた り、課題提 出用 と して多 くの教員 か ら利
用 され ている。
(2)効 果 と問題点
教員 に とっては、ファイル形式で提 出 され た課題で あれ ば、学生がいつ作成 して
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い つ 更 新 した のか 、Exce1の 式 は あっ て い るか 、 プ ログ ラ ム は実 際 に動 くか な どの
詳細 な情報 ま で見 る こ とがで き る。 また紙 ベ ー ス と異 な り、教 員 の過失 で紛 失す る
こ と もな く、 一括 して採 点 で き る とい うメ リッ トが あ る。 学 生 に とって もプ リン ト
して提 出 とい う余 計 な手 間 を省 く こ とが で き る。
問題 点 と して は提 出先 フォル ダ を 間違 えて他 の 学生 フ ォル ダ の下 に課 題 を提 出 し
た り、 提 出で きた と思 い込 ん で提 出 して い な い こ とが あ った こ とで あ る。 最 近 は こ
の よ うな失 敗 は少 な くな って きて い る。
そ の他 の教 員 の メ リッ トと して は、優 秀 な学 生 の作 品 を保 存 してお き、次 年度 の
学生 にそれ を紹 介 す る こ とが で き る こ とで あ る。最 初 の授 業 で過 去 の学生 作 品 を紹
介 し、 この授 業 を履修 す る とこの よ うな こ とが で き る よ うに な る とい う動 機 付 けを
す るこ とが で き る。 学 生 に過 去 の作 品 よ り良い 物 を作 成 しよ うとす る意 欲 を喚 起 さ
せ るこ ともで き る。 具 体 的 な作 品 と して は基礎 演習 や 演 習 な どのゼ ミで作 成 した プ
レゼ ンテ ー シ ョン集 や プ ログ ラ ミングの授 業 や デ ー タベ ー ス の授 業 で 作成 させ た 自
由課 題 のプ ロ グラムや デ ー タベ ー スが あ る。 これ ら作 品群 は年 々、 品 質 が 向上 して
きてお り、学 生の 情報 リテ ラ シー能 力 の推 移 を把握 す る ため に も有 益 で あ る。
ゼ ミにお け る効 用 は 、共 同 して文 書 や表 計 算 シー ト、 プ レゼ ンテ ー シ ョン フ ァイ
ル な どを作 成 で き る こ とで あ る。 ゼ ミは グル ー プ 作業 で あ り、rf..用フ ァイル を用 い
る こ とに よ りこれ を効 果 的 に行 うこ とが で き、 協 同活 動 を実現 す る こ とがで き る。
現在 で は学 生達 が 自発 的 にテ ー マ毎 の フォル ダ を作 成 し、 そ こに共 通 資料 を提供 す
る よ うにな っ てい る。 これ は学 生 が フォル ダ別 に情 報 を整 理 してい くこ との必 要性
を理 解 して き てい るか らで あ り、過 去 の フォル ダ群 を参 考 にす る とい う能 力 も養 成
され て い る。
4.5ゼ ミ にお ける グル ー プ ウ エアの 利 用
(1)目 的 と方 法
ゼ ミ活動 で は、 ス ケ ジ ュール 管 理 や 共有 フ ァイル を利 用 した い もの で あ る。特 に
4年 生 にな る と学 生 が 大 学 に来 る 日数 は少 な くな り、 共 同 ・協 同作 業 が難 しくな る
傾 向が あ る。 それ は 大学 の 共有 フ ァイル は大 学 内 で しか見 る こ とが で きない か らで
あ る。 そ こで 自宅 か ら共 有 フ ァイ ル を利 用 す る こ との で き るWeb上 の グル ー プ ウェ
ア を使 うこ と と した。2002年 度 に は試 用版Cybozeグ ル ー プ ウ ェア を導 入 して利 用
した。 そ の利 用 の 効果 につ い て は学 生 の卒 論 テ ー マ と し、 学生 の立 場 で評 価 させ た
【注4】 。
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(2)効 果 と問題 点
グルー プ ウェアは もとも とff同 ・協同作業 を支援す るためのものであ り、ゼ ミの
協調学習 をす るために有効であった。共有 ファイル を使 って卒論作成 のた めに調査
した資料や レポー トを参照 し合 うだ けでな く、掲示板 を利用 して議論す るこ とがで
一 辮羅鵬鯨ぎiとf_-4麟濁
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図4CybozuOfrice4グ ル ー プ ウ ェア の ログ イン後 画 面
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きるか らである。 これ は電子メールや掲示板 を利用 して行 うこともできるが、グルー
プ ウェア とい う中で行 うことに よ りゼ ミとして集 中 して行 うことがで きる。
グループ ウェアのスケジュール管理 は4年 生の学生 に特に有効であった。4年 生の
前期 は就職活動 な どでゼ ミに出席で きない学生が多い。学生のスケジュール を登録
させ る ことによ り、誰 がいっ どの会社の採用試験 を受 けてい るかを教員 が把握 す る
こ とがで きた。学生に とって も教員 のスケジュール を見て、研究室 を訪 ねる時間 を
判 断す るこ とがで きた。学生同士で は就職活動での情報提供 を電子掲示板 に載せ る
な ど、就職活動 の対策 を行 うことがで きた。
グループ ウェアは各 自のユーザIDで ログイ ン して行わ なけれ ばな らないため、ゼ
ミ員 しか見 ることができない。電子掲示板 では少なかった発言 が、 グルー プ ウェア
の電子掲示板では非常に活発 になった。 これ は新 しい友人関係 を作るにも有効であっ
た。特 に有効 であったのは回覧板で ある。電子 メール の代わ りに回覧板 を多用 して
いった。回覧板 には学生がその内容 を見た 日時が表示 され るか らで ある。 また回覧
板 には見た後 にコメン トを入れ る欄が あ り、全員 がそれ に対 して意見を言 う習慣 も
ついた。
指導 していないのに学生達は各 自の画 面の模様や形式 を自分 の好 きな形 にカスタ
マイ ズ していた。またア ドレス帖 を利用 した りと、グループ活動以外に個人利 用の
た めに も活 用 していた。Cybozeの ソフ トの使 い勝 手が 良 く、便利 で あった か らで
あろ う。
問題 点 としては この よ うなグループ ウェアは高価 であ り、ゼ ミのために購入 す る
ことは難 しい ことである。 現在 は無料のグループ ウェア を利用 してい るが、機能 が
Cybozeに 比較 して少 ないためあま り活 用 され ていない。 役 に立つ良い ソフ トウェ
アを導入すれ ば教 えな くとも学生 は活用す る とい うことで ある。
4.6プ ログ ラ ミング授 業 用FAQ集 の 開発
(1)目 的 と方法
プ ログ ラ ミン グの授 業 で は プ ログ ラム作 成 の課 題 がだ され る。 学 生達 は授 業 時 間
外 で プ ロ グ ラム を作成 しな けれ ばな らな い。 プ ログ ラ ム作成 に はエ ラー はつ き もの
で あ り、 エ ラー が で て もそ の意 味が 分 か らない と、や る気 を無 く して しま うこ とが
多 い。 こ のた め、FAQ(FrequentlyAskedQuestion)集(よ くあ る質 問 へ の 回 答集)
を作 成 してWebに 載せ る こ とに よ り、 いっ で もエ ラーや 使 い 方 の意 味 が分 か る よ う
にす る こ とが 目的 で あ った。 作 成 に あた っ ては 、2001年 度 の プ ログ ラ ミン グ入 門 の
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授 業 のTA(TeachingAssistant)に 、授 業 時 間 内 に質 問 され た項 目をそ の ま ま質 問項 目
と して メモ し、 そ の回 答集 を作 成 して 貰 っ た。 そ れ をWebに あげ て 、学 生 が い つ で
も見 る こ とがで き る よ うに した。 質 問 回答 項 目は、現 在64個 あ り、 そ の 同答 項 目の
中 か らも相 互 参 照 で きる よ うに な って い る。
(2)効 果 と問題 点
学 生 はエ ラー の意 味 が 分 か らな くな った とき に必 ずFAQ集 を 見 る とい う行 動 は
とって い な い。 それ は質 問 した い と思 っ てい る項 目と同 じ質 問項 目を捜 す のが 大変
だ か らで あ る。 これ につ い て は質 問 を 自由語 形 式 で記 入 して検 索 で き る よ うにす る
必 要 が あ る と考 えて い る。 ま たFAQ集 の解 説 を充 実 させ る こ とも必 要 で あ る。
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教室で授業 を行 う場合は出席カー ドを学生に配布 し、それ を回収 して集計 を取 る
作業が必要 となる。そ のよ うな出席管理 には配布 回収の時間 とその後 の集計作業 に
多 くの時間を費やす必要がある。 この作業負担 を軽減す るために2003年 度の情報 シ
ステム設計論で、携帯電話 による出席管理 を行 った。
現在 ではほ とん どの学生が携帯電話 を所持 してお り、携帯 メール を送受信す るこ
とに慣れ てい る。携帯 メール を教員 に送 ることが学生の出席 になるので、学生は授
業 に出てい な くて も出席 メ0ル を送 るこ とができて しま う。 したがって、小テス ト
や各 自の意見 を課題 として電子 メール本文 に記述 させ、授業 の途 中に教員に送 らせ
るこ ととした。
2003年 度 の学生履修登録者205名 の うち携 帯電話 を持 たない学生 は1名 で あ り、
その学生 に対 しては出席 カー ドで対応 した。授業終了後に受信 した電子 メール で出
席の集計 を行 った。
(2)成 果 と問題点
初期 の 目的は出席 管理 を容易にす るこ とであった。 しか しその 目的以上の成果 を
得 ることがで きた。 それ は学生達が小テス トの答 えだけでな く、授業 に対す る感想
や意見 または質 問を一緒 に送 って きた か らであった。 毎回の授業 時間に紙べ一 スで
小テス トを課 して採 点 して評価す るには労力 がかか る。 しか し電子 メール形式で あ
れば簡単 に採点す ることがで き、学生が分 か らない ことに対 してす ぐに次の授業で
フィー ドバ ックす ることができる。 これ は教員 にとっては思い もかけない効用であっ
た。それ以降は出席 を取 る ときには質問事項 も入れ ることを課 した。
学生 の反応 をみ ると、 「楽 しんで」携 帯メール を作成 していた。 授業 中はつま ら
なそ うに聞いてい る学生 も、出席 を取 る段 になる と真剣 に携 帯メール 文書 の作成 に
とりかかっていた。 文書入力にかか る時間 もパ ソコン演習室で入力 させ るよ り早い
のでは と感 じるほ どであった。
問題点 としては、指示 どお りの形式 に電子 メール を作成 しない こ と、た とえば半
角数字で学生番号を入力 しなさい とい う指示に、全角数字や 自分の名前 を入れ る者、
またその両方 を入れ る者がお り、集 計段階では手作業 で直 さなけれ ばな らないデー
タもあった。 また殊勝 な学生が、出席 していない学生 に課題や小テス トの答 えを電
子 メールで教 えて あげ るこ とが起 こった。 出席 していない学生が 出席 メール を送 る
ことができたわ けである。 この対策 としては時間を決 めて電子 メール を送信 させ 、
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それ以 降の出席 は受 け付 けない とい う処置 をとった。 それで も携 帯電話の電池切れ
のため電子 メール を時間内に電子 メール を送れなかったな どのよ うな理 由をつ けて、
時間を過 ぎての提 出も結構 あった。 それ らにつ いては内容 を吟味の上、評価 した。
携帯メールで出席 を取 ることについて、学生には最初の授業で説 明 し、了解 をとっ
た。教員 に携 帯メール を送 るとそのア ドレスを教員が知 ることにな ること、 しか し
それ らを教員が出席 を取 る以外 には利用 しない こと、また悪用は しない とい うこと
説明 した。異議 がある場合 は この方式は とらない ことも説 明 し、学生の意見 を聞い
た。その結果、学生 か らの異議や問題点 の指摘 はなかった。 しか し個人 の所有 して
い る情報機器 を大学 の教育に利用す ることにな り、問題 はある と考 えられ る。将来
的 には、携帯電話 が持つ程度 の機 能 を持 った学生机上の情報端末の設置 がこの機能
を代用 して くれ ることを期待 したい。
4.8画 面転送 ・表示機能の利用
(1)目 的 と方法
パ ソコン演習室での教育には、教員の画面 を学生画面に表示 した り、学生の作業
状況 を監視す る機能 は必須の もので ある。現在 のパ ソコン演習室 には この機 能があ
り、教員 の画面 を見せ るだ けでな く、学生 の画面を他の全員 の学生画面に表示 させ
ることができる。
(2)成 果 と問題点
学生 にとって は、教員の操作手順 を見なが らでない とソフ トの使 い方 を学習す る
のは難 しい。また学生 の作業進捗状況 を監視で きることは、教員が次の説明 をす る
タイ ミングを見つ けることができ るこ と、分か らな くて困ってい る学生を見つけ る
ことができるな ど、その効果は大 きい。学生画面に教師画面 を表示す る と、その間、
学生 は学生パ ソコンを操作で きな くな り、授業 に集 中で きる。操作 に集 中 して授業
を聞か なくな るこ とが無い よ うに、重要な内容の講義 は学生画面 に教師画面 を表示
しなが ら説 明をす ることがで きる。
また学生の間違 った思考プ ロセ スや、教員 の思考プ ロセス を見せ ることは教育方
法 として も効果 がある。 た とえばプ ログラ ミングの授業では良 く起 こると思われ る
エ ラー のでた学生プ ログラムを、全て の学 生画面に表示 させ る。そ のプ ログラムの
どこが問題 であるか、そ してその修正法 を見せ るこ とに よ り、学生 に間違 いの見つ
け方 とその修正法 を理解 させ ることができる。 また、修正す る段階で、 どこを調べ
れ ば良いか をWebの 教材 を参照す る とい う過程 をも示 しなが ら説明す ることができ
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る。学 生 は教 師 の思 考 プ ロセ ス を学習 した こ とに な る。
5.LMSを 利 用 した 教 材 の 導 入 と 自 己 学 習 用 テ ス ト問 題 集 の 開 発
5.1NetTutor導 入 の 背景
経 営 学 部 で は2002年4月 よ りの 高等 学校 「情 報 」 教員 免 許 の認 可 に基 づ き、 新 し
いカ リキ ュ ラムに従 った情 報教 育 を開始 した。1年 生 には コン ピュー タ概論(2単 位)、
コ ン ピュー タ基礎 演 習(2単 位)、 コ ン ピュー タ応 用 演習(2単 位)が 必須 と して課 せ
られ て い る。1年 次 の 間 に2年 次 以 降 に利 用 され る科 目で必 要 と考 え られ るICTを 習
得 させ よ うとい うもので あ る。 対 象者 の総 数 は約600名 で あ る。
これ ら演 習 系 の授 業 を行 うに あた って 、教 育 に 関す る外 的要 求 と内 的要 求 を考慮
す る必 要 が あ った。 外 的 要 求 は情 報倫 理 教 育 で あ る。 コン ピュー タ基 礎 演 習 の授 業
に はイ ンター ネ ッ トを利 用す る演 習 が あ る。 イ ン ター ネ ッ ト上 では 、学 生 は知 らず
にネ ッ トワ.___ク上 の トラブル に巻 き込 まれ る可能 性 が あ る。 誰 で も簡 単 に加 害者 に
も逆 に、被 害 者 に もな る可能 性 が あ った し、 ま た実 際 に トラブル に巻 き込 まれ た学
生達 が居 た。 した が っ て大 学や 学 部 に対 して外部 か らク レー ム が来 る こ との無 い よ
うに 、イ ンター ネ ッ ト利 用 す る授 業 を行 う前 に情 報 倫 理 を十分 に学 習 させ る必 要 が
あっ た。
内 的 な要求 と して は教 育 にお け る知識 の定 着化 で あ る。 コ ン ピュー タを実 際 に用
い る授 業 で は 、学 生 は コン ピ ュー タの操 作 に集 中 して しま うこ とが 多 い。 知識 の 定
着 化 を図 るた め には実 際 に コ ン ピュー タを長 い 時 間利 用 す る と共 に、 学生 自身 が考
え る時 間 が必 要 で あ る。 授 業時 間 内 でそれ らの こ とを十 分 に満 足 す る こ とは難 しく、
また レポー ト課題 で は どの よ うな効 果 が得 られ たか を測 定す るの は難 しい。 そ こで、
主体 的 にiし か も 自分 のぺ0ス に合 わせ て学習 で き る 自己学習型 のWBT(WebBased
Training)を 用 い て学 習 させ る こ とが 必要 で あ った。
5.2NetTutor導 入 の 目的
教員 の労力 削減 のた めの支援 、そ して教 育そ の もの を支援 す るた めにイ ン ターネ ッ
トの道 具 を利 用 す る こ とは そ う難 しくはな い。 しか し、学 習教 材 を統 一 的 に作 った
り、 学生 の 出席 管理 を行 うた め に はLMSの プ ラ ッ トフ ォー ム が必 要 とな る。 また 個
人 で 開発 で き る教 材 には 限 りが あ り、学 生 に とっ て必 要 な教材 を教 員 が全 て 開発 し
て提 供 す るの は難 しい。
経 営 学 部 で は2002年10月1日 よ り野 村 総 合研 究 所 開発 のNetTutorと い うLMSを 導
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入 し、 そ の 上 に情 報倫 理 の コンテ ン ツを購 入 して利 用 を 開始 した。 ま たNetTutorの
上 で オ リジナル コンテ ンツ を開発 した。 このLMSは 成績 管理 、進 捗 状況 管 理 が あ り、
ま た教 材 作 成 の た め の オ ー サ リング ツー ル が 用 意 され て い る。 統 合 的 なe-Learning
環境 をサ ポー トす る まで には至 らな い が、 安価 で あ る こ と、市販 の コ ンテ ンツ が充
実 して い る こ と、 ま たSCORM【 注5】 対 応 の 教材 を利 用 可 能 で あ る こ とか ら、将 来
性 を も考 慮 して導 入 す る こ とに した。
5.3情 報倫理教材 コンテ ンツの導入
(1)目 的と方法
情報倫理教材 コンテンツ導入 の 目的は、5.1で述べたよ うに4年 間に渡ってインター
ネ ッ トを利 用す る学生達に問題 が起 こらない よ うにす ること、 自己学習 して欲 しい
ことであった。情報倫理の知識 を十分 に理解 し、実際に コン ピュー タを利用す る と
きに実践で きる能力 を養成す るためには、座 学 の授 業だ けでは難 しい。学生達 は1
年生 の前期 の半ばか らイ ンターネ ッ トを利用す る授業があ り、早期 に教育 を行 わな
けれ ばな らなかった。 甲
これ を解決す るために、市販 の 「情 報倫理 」 のWBT教 材 を購 入 して、 各 自イ ン
表2NetT。turの 倫 理教 材 コンテンツの 内容
第一 章 ネ ットワー ク社 会 ネットワーク社 会 とは、運 用 規則 を守ろう、
第 二 章 ユ ー ザID、 パ スワー ド
ユ ー ザID、 パ スワー ドとは 、 パ スワー ドの 重 要 性 、
パ スワー ド設 定 の ル ー ル 、 ユ ー ザID、 パ スワー ド
の 流 出 、 パ スワー ド流 出 に よる被 害 、 不 正 ア クセ
ス禁 止 法
第 二 章 電 子 メール 、
電 子 掲 示板 、チャット
電 子メール につ いて、 電子 メー ル のガイドライン、
電子メール による被害 、電子掲示板 について、チャッ
トにつ いて
第四章 電子商取引
電 子 商 取 引の概 要 、電 子 商 取 引 、インター ネット
ショッピング、 暗 号化 と電子 署 名
第五章 情報発信 とブラウザ
インターネットの仕 組 み 、情 報発 信 につ いて、ホー
ムペ ー ジの制 作 、ホームペ ージ運 用 のマナ ー
第六章 著作権
著作権 とは、著作権の侵 害、他人 の著作物を利
用する場合
第 七 章 ネットワークセキュリ
テイ




ター ネ ッ トの授 業 を受 け るま で に 自己学習 形 式 で学 習 す る こ とを課 した。 この教 材
は 、全部 で7章 か らな り、各 章 には チ ェ ックテ ス トが あ り、 最後 に は修 了 テ ス ト5章
(全100問)が あ る。 学 生 は これ らの教材 を読 ん で 、チ ェ ックテ ス トを行 う。最 後 の
修 了テ ス トを受 けて どの程 度 理 解 した か を各 自で判 定 す る。 学 生 は これ らを授 業 以
外 の 時間帯 に各 自で行 うこ とが課せ られ てお り、そ の修 了テ ス トの成績 は コン ピュー
タ基礎演 習 の成績 の一 部 と して い る。
実 際 に は2002年 の コン ピュー タ応 用演 習 、2003年 と2004年 の コ ン ピュー タ基 礎 演
習 で 実施 した。 そ の 内容 は表2に 示 す もの で あ る。
(2)実 施 状況 と問題 点
詳 細 な学 生 の実習 プ ロセ ス の評価 につ いて は次 回 に紹 介 す る。 こ こで は、 学生利
用 画 面 と2003年 度 の修 了 テ ス ト(筆 者 授 業 担 当分 のみ)の 結 果 を紹 介 す る。
実 施 時期:2003年4月 ～7月
実 施科 目:コ ン ピュー タ基礎 演習
修 了 テ ス ト:各20問 づ っ5章(全100問)
修 了 テ ス ト形式:多 岐選 択 問題
図6NetTutor学 習 画 面(2004年 度 版)
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図7NetToutor修 了 テ ス ト画 面例(2004年 度 版)
修 了テス トは100%正 解 になるまで何度 も挑戦す ることを課 した。 学生達の修 了テ
ス トの挑戦回数 についてま とめたのが表3で ある。
表3情 報倫理教材の修了テス トの実施回数
修 了テスト1 修 了テスト2 修 了テスト3 修 了テスト4 修 了テスト5
平均 2.98 2.04 1.fi4 1.71 1.80
中央値 3 2 2 2 2
最頻値 2 2 1 1 2
標準偏差 1.69 0.95 0.74 0.89 0.79
分散 2.84 0.91 0.55 0.80 0.62
最小 1 1 1 1 1
最大 8 5 4 5 4
標本数 45 45 45 45 45
13S
研究論文●経営学部における教育へのICT活 用の試み
表か ら分か るよ うに、修 了テス ト1は 約3回 の挑戦 で100%正 解 にな り、修了テス
ト2以降は約2回 以下の挑戦 で修 了できてい る。実際 に個 々の学生のや り方 を見 てい
る と、教材 を読まないで修 了テス トに挑戦 してい る学生がい る。 しか し教材 を読ま
ない とで きない こ とを理解 してか らは、教材 を読 むた め、修 了テス ト2以降 は挑 戦
回数 が少 な くなってい ると考 え られ る。
また修 了テス トのや り方 としては毎週1章 づっ問題 に挑戦す るのではな く、多 く
の学生 が締切間際にま とめて行 っていた。 逆に、利 用法を教 えたその 日に全部や っ
て しま うとい う学生 もいた。
ま とめてテス トを行 うことに特 に問題 は無い。 しか しテス トを終 わ らす ことが 目
的 となって、テス トが終われ ば忘れて しまったので は困 る。2004年 度 か らは情報倫
理 コンテ ンツには情報倫理 に関す る新 聞記事が100タ イ トル追加 された。 これ らの
記事 を適 宜利用 しなが ら授業 を進 めることも必要で あると感 じてい る。
自己学習型 の教材 のメ リッ トは学生がいつで も空 き時間に 自分のペー スで学習す
ることができることである。実際 に楽 しんでや っている学生 もいれ ば、締切 間際に
友達に答 えを教 えて もらいなが らやっている学生 もいた。結果 としてネ ッ トワーク
トラブル に巻 き込まれ ない よ うな学生が育成で きたか とい うとその評価 はまだでき
ていない。 アンケー トな どをとお して、その教 育効果 を評価 してい くことが今後 の
課題 として残 っている。
5.4表 計算 ソ フ ト用テ ス ト問題 集 の 開発
(1)目 的 と方 法
コン ピュー タ応 用演 習 は1年 次後 期 に開 講 され る1年 生 に必 須 の科 目で あ り、 コ ン
ピュー タ基礎演 習 の次 の科 目 と位 置 づ け られ て い る。 この科 目の 目的 は 、表 計 算 ソ
フ トを用 い て経 営 学部 の学 生 に必 要 と され てい る問題 分 析 の基 礎 か ら応 用 ま で が理
解 で き る こ とで あ る。 この科 目は教 科 書 「社 会 科学 系の コ ン ピュー タ リテ ラ シー 一
コ ン ピュー タ活 用 の基 礎 一」 を用 いて 、複 数 の 教員 で担 当 して い る。 教 育 内容 と し
て は そ の教 科 書 の 統合 型 ソフ トウェ ア 「MS-Excel」 の 章 を教 え る こ とで あ る。 た
だ し後 期14回 の授 業 内容 と して は十 分 で は ない の で 、指 導項 目のみ 統 一 し、 教 科書
で 足 りない分 は各 担 当教 員 に任 せ てい る。
指導 項 目の決 定 につ い て は、事 前 に経 営学 部 の 専 門教 育担 当 の教 員 へ どの よ うな
知識 が必 要 か につ い て ア ンケー ト調 査 を行 った 。 そ の結 果 、 ゼ ミで卒論 を書 くた め
に必 要 な分 析 のた め に は初 級 のExcelで 十 分 で あ る とい う意 見 が多 数 を 占め た。 し
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か し、 ゼ ミ担 当教 員 に よっ て は 中級 レベ ル のExcelま で欲 しい とい う意 見や 、 経 済
産 業省 主 催 の情 報 処 理 技術 者試 験 の初 級 シス テ ム ア ドミニ ス トレー タ試 験(シ スア
ド)問 題 程度 は取 れ る こ とを 目標 と した い とい う意 見 もあ った。
これ らの こ とを考慮 し、 また 学生 の履修 後 の基 本 的知 識 や 能力 レベ ル を同 じに し
た い こ とか らWBTを 開発 す る こ と と した。 授 業 の進 行 に合 わせ て10回 分 を用 意 し
た。 第1～8回 まで は教 科 書 に沿 っ た 問題 、 そ して 、X9,10回 は シス ア ドの午 後 問題
のExcelの 問題 を利 用 した。 第1回 か ら8回 ま で は 、 各 回5問 の多 岐 選 択 の 問題 で あ
り、 これ ら も第8回 ま で は修 了 させ る こ とを コ ン ピュー タ応 用 演 習 修 了条 件 の 一 つ
と した。9,10回 は 自由に挑 戦 す る こ とが可能 な 問題 と した。
(2)実 施状 況 と問題 点
実施 時期:2003年10月 ～2004年1月
実施 科 目:コ ン ピュー タ応 用 演 習
テ ス ト問題:各 同5問 づ っ10回(全50問)
第1同 ～8回 ま で は授 業 に沿 った 問題1必 須 テ ス ト問題
第9回 ～10回 は シス ア ド試 験対 策 問題:自 由挑 戦 テ ス ト問題
テ ス ト問題 形 式:多 岐選 択 式
図8がWBTの テ ス ト問題 例 で あ り、表4は 学 生 が こ のテ ス ト問題 集 に挑 戦 した 回
数 を集 計 した もので あ る。
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図8表 計算 ソフ ト用WBTの 画面例









































平均 4.4 4.3 3.9 3.7 3.0 3.0 3.0 5.7 4.1 2.4
中央値 4 4 3 4 3 3 3 4 2 2
最頻値 2 4 3 4 1 4 4 1 1 1
最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
最大 13 10 13 9 6 10 8 40 16 7
標本数 46 46 46 45 45 45 43 43 19 17
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学生 には80%以 上 を取 ることを課 したがほ とん どの学生が100%に な るまで、挑戦
していた。 これ は前期 に100%合 格 しなけれ ばな らなか った情報倫理 のWBTを 行 っ
たため と考 えられ る。 またこの コンテ ンツには教材 がな く、テス ト問題 だけで あっ
たせいか、情報倫理 に比べて4回 と平均挑戦回数が多 くなってい る。問題 が難 しかっ
た とい うことも否 めない。事前に解説付 でチ ェ ックテス ト問題 を作成 してお くこ と
が必要であった。
情報倫理 と同様 に締切 間近 にテス ト問題 を行 う学生が多かった。他 の学生 に答 え
を教 えても らってい る学生 もいた。 また問題 が難 しかったせ いか、手 を付 け られな
い と感 じた学生達 は分担 して総 当た り方式で 「正解 を捜す」 とい うこともあった。
この よ うな こ とに対 しては、2章 で示 した よ うなサ ン ドイ ッチ型 の教育方法が適 し
てい る と考 え られ る。 これ は授業 前までに学生 にWBTで テス トを行 わせ てお く。
授 業で はそ の正解 を示 しなが らまた次 のWBTに つ なげ る授 業 を行 うこ とである。
今後 は問題 内容 を易 しくす ること、授 業前後 での利用 の仕 方 を工夫す ること、問
題 内容 と解説 の作成 についても検討 してい く予定で ある。
5.5出 席 管 理画 面 の作 成
(1)目 的 と方法
パ ソ コン演習 室 に は教 師画 像 を学 生 画 面 に転 送 した り、学 生画 面 を監視 す る機能
は あ るが、 出席 を管 理す るシス テ ムは無 か った。 そ こでNetTutorの オー サ リングツー
ル を用 い て 出席 管 理画 面 を作成 した。 これ に よ りNetTutorに ログイ ン して 出席 ボ タ
ン を押 す だ けで 出席 した こ とにな る。 学 生 の 出席 を登録 した 時 間 に よ り、学 生 が 遅
刻 した か につ い て も集 計す るこ とが で き る。
(2)実 施状況 と問題点
出席管理 はパ ソコン演習室 を用い るほ とん どの授業で2002年 度 か ら利 用 された。
情報会計1や プ ログラ ミング入門な どの大人数 の履修者 がい る授 業では特に重宝 さ
れた。
問題 点 としてはボタンを押す までに何 回も画面をク リック しなけれ ばな らない こ
とで ある。NetTutorに ログイ ン した後 に出席 を とる とい うことを理解 す るまでは、
出席管理 を使 うことを忘れ る学生 もいた。 ログインだ けで出席 が とれ るこ とが必要
で ある。 これ はオーサ リング機 能に用意 され ていないための問題 点であ り、出席管
理機 能のあるLMSへ の移行 を検討す る必要がある。
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ユ ー ザIDは 科 目別 ・ク ラス別 に学生 に与 え られ てお り、学 生 はそれ ぞれ の 科 目用 の
ユ ー ザIDで ロ グイ ン しな けれ ば な らな か っ た。1年 次 は学 期 間 で1つ の ユ ー ザIDし
か与 え られ な いの で 問題 は 無 か っ た。 しか し2年 次 生 以 降 は複 数 の ユ ー ザIDを 持 つ
た め、 間違 って他 の科 目へ 出席 をす る こ とにな る例 も発 生 した。 これ は授 業 の始 め
で徹 底す るこ とで 回避 す る こ とが で き る。 最 も心配 して い た こ とは 、友 達 に ユー ザ
IDを 教 えて 、 欠席 して い るに もか か わ らず 出席 に して も ら うとい うこ とで あ った。
これ に対 して はNetTutorの 管理 機 能 を用 い て授 業 中 に 出席 の集 計 を行 い 、 人数 を確
認 す る こ とを行 っ た。 そ の結 果 、 問題 は無 か っ た。 情報 倫 理 教 育 が徹 底 され 、 な り
す ま しが行 われ な か った こ と と評価 で き る。
6,ICT利 用 の 教 育 の 問 題 点
本 章 で は4章 と5章 で 述 べ たICTとLMSを 用 い た教 育 へ の実 践 か ら得 られ た 問題 点
につ い て述 べ る。
6.1教 材 開 発 の難 しさ と教 授 法
ICTは 教 育 と学 習 に とっ て有 用 な道 具 で あ る。 しか し学 生 の 学習 の プ ロセ スや 結
果 と して の成 績 を評 価 しな が らの実 施 とな る と、既 存 のICTだ けで な く、LMSを 利
用 す る こ とが必 要 とな って くる。 実 際 にNetTutorと い うLMSを 利用 して教 材 コ ンテ
ンツや テ ス ト問題 集 を開発 し使 用 してみ て 、 テ ス ト問題 開発 の難 しさを理解 す るこ
とが で きた。 資格 試 験 の よ うに 目標 が 明確 な もので あれ ば 、学 生 は そ の試 験用 の 問
題 にチ ャ レ ン ジす るはず で あ る。 今 同 のExcelの 問題 もシ ス ア ド試 験 の過 去 問 題 な
ど も利 用 して開発 した わ け で あ るが 、実 際 には学 生 は シス ア ド試 験 を受 験 す るわ け
で は ない。 試 験 問題 は 単位 履 修 の た め の1っ の 教材 に過 ぎず 、 学生 に は難 しす ぎ る
こ とに な って しま った。 これ は イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・デ ザ イ ン 【注6】 につ い て
の理解 不 足 か ら起 こった こ とで あ る。
イ ンス トラクシ ョナル ・デ ザ イ ン とい う用語 は米 国で は普通 に聞 く言葉 で あるが 、
日本 で は あま りな じみ がな い 。 名 古屋 大 学 で はWebCTを 利 用 してお り、 教材 開 発
の た め のeラ ー ニ ン グハ ン ドブ ック を発 行 して い る 【12】。 こ こに はイ ン ス トラク
シ ョナル ・デ ザ イ ンの概 念 を と りいれ た 開発 方 法 論 に よ る教材 開発 が紹 介 され てい
る。 学習 目標 をた て 、対象 学 習 者 の特 性 を決 定 し、 教 育戦 略 を開発 した後 に教 材 を
開発 しな けれ ばな らない とあ る。 さ らに実施 の フ ィー ドバ ックを得 て教 授法 の修正 ・
改訂 を行 うこ とが必 要 で あ る と。
自己学習 型 のテ ス ト問題 開発 に この方 法論 を適 用 させ るた め には学 生 の 学習 プ ロ
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セ ス を蓄積 してお くこ とが必 要 で あ る。 対 面授 業 で は学 生 の理 解 度 の反 応 に応 じて
修 正 が可 能 で あ る。 しか し、 自己学 習 の場 合 は修 正 が効 かな い か らで あ る。 今 回 の
実 践 で得 られ た デ ー タ を基 に、 次 年 度 へ の修 正 を行 い た い と考 えて い る。 また5.4
で述 べ た よ うに 自己学習 型 と対 面式 授 業 を組 み 合 わせ た運 用形 式 を も検 討 して い き
た い。
6.2NetTutorLMSの 問題 点 とLMS利 用 の今 後
(1)LMSの 機 能 につ いて
現在 のLMSの オー サ リング ツー ル には多 岐選択 式 のテ ス ト問題 作成 機 能 しか な く、
記 述 式 の試 験 問題 を作成 す る こ とが で きな い。 多 岐選 択 問題 だけ では 限界 が あ る し、
記 述 式 テ ス ト問題 を作成 で き る機 能 が必 要 で あ る。 ま た 出席 管理機 能 も必 要 で ある。
(2)LMSの 自宅 か らの 利用 につ いて
自宅 にパ ソコ ンを持 っ 学 生 が増 え て きた。Web上 の教 材 や コ ミュニ ケ ー シ ョンの
道 具 と して の電 子 メール や 電子 掲 示 板 、 グル ー プ ウ ェア を用 いれ ば 、 自宅 にい な が
らに して 教材 を参 照 した り投 稿 す る こ とが で き る。 学生 は 自宅 か ら大 学 の電 子 メー
ル は読 め るが 、LMS上 の教 材 を読 ん だ り、 テ ス トを行 うこ とはで き ない。 大 学 で行
わ な けれ ば な らない とい う時 間 的 な制約 のせ い で 、 自己学 習型 のテ ス ト問題 を良 く
読 ん で考 えて回答 す るの では な く、パ ズル 的 に答 えを 当ては め る とい うこ とが起 こっ
て い るか も しれ ない 。 時 間 的 制約 が 無 く(い っ で も)、 ま た 空 間 的制 約 も無 く(ど
こか らで も)学 習 が で き る よ うにす る こ とが 必 要 で あ る。
(3)LMSの 運 用 につ いて
ICTを 使 う場 合 と異 な り、LMSを 利 用 す る場 合 は コー ス や 時 間割 毎 に学 生 を登 録
す る必 要 が あ る。
学 生 のLMSへ のユ ー ザ 登録 は毎年 、 方 式 を変 えて き て い る。2002年 度 はCGIを 作
成 してWebか ら学 生 に 学生 情 報 を入 力 して 貰 っ て登 録 した。CGI利 用 の場 合 は登 録
に失敗 した り、 いつ まで も学 生 が登録 しない とい う問題 が あ った 。2003年 度 か らは
教務 課 よ り履修 登録 デ ー タ を も らって登 録 した。 履 修 登録 デ ー タが で きるの は授 業
開始後1ヶ.月 程 あ とにな るので 、 そ の 間 は出席 が とれ な い とい う問題 が あっ た。200
4年 度 か らはWindowsのActiveDirectoryの 機 能 を 用 い て パ ソ コ ンに ロ グイ ン した情
報 か らユー ザIDを 登 録 す る方 法 に した。 これ が現 在 の最 も適 切 な方 式 で は あ るが 、
出席 しな い学 生 の対 応 な どま だ多 くの手 作 業 が必 要 とな る。
Web履 修 登 録 が で き る よ うにな り、履 修 登録 情 報 がす ぐに 貰 え る よ うになれ ば 、
多少 改 善 され る こ と と考 え られ る。
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(4)LMS利 用 の今 後
LMSに つ い て は2章 で述 べ た よ うに 市販 の様 々 な機 能 を持 つ もの が あ る。 そ の他
に神 奈 川 大 学 工 学 部 内 田智 史 先 生 開発 の授 業 管 理 支 援 シ ステ ムWebLec【13】 や メ
デ ィ ア教 育 開発 セ ン ター で 開発 のeラ ー ニ ン グサ イ トを構 築 す る た め の シ ス テ ム
exCampus【14】 な どの無 料 で提 供 され て い るシ ステ ム もあ る。e-Learningの 大 学 で
の利 用 の進 展 はLMSの 機 能 を拡 大 し、 全 て を1つ の シス テ ム で行 う形 に な っ て い く
こ とが 予想 され る。 しか しそ の利 用 につ い ては 自由度 の あ る もの と し、利 用者 の嗜
好 を優 先す る こ とが必 要 と考 え てい る。
それ は筆 者 が神 奈 川 大 学在 外 研 究員 として1997年 か ら1998年 に米 国イ リノイ 大学
に居 た ときの体 験 に も よる。 当 時大 学 で はす で にBlackBoardやWebCT、Mallardな ど
の コー ス 管理 シス テ ムが 多 くの教 員 に よって利 用 され て い た。 大 学全 体 や 学 部 間 で
同一 の シ ステ ム を利 用 す るの で はな く、教 員個 々 の好 み に従 って システ ム を選 択 で
き る もの で あ った 【注7】 。 ま た月 例 でお 互 い にそ の シ ス テ ム を利 用 した教 育 成 果
を発 表 しあい 、教 育 の改 善 に取 り組 ん でい た。 利 用 者 は理 系 の教員 だ けで な か った
が、 それ は シ ステ ム利 用 の研 修 体 制や 支 援 体制 が整備 され て い た か らで あ る。
教 育や 学 習 に有 益 な道 具 を使 え る よ うにす る こ とは学 生の 質 を高 め る こ とに な り
ひ い て は大 学 の地 位 を高 める こ とにっ なが る。 自由 な選択 肢 が 用意 され 、全 て の教
員 が満 足 で き る よ うな 学習 環境 基 盤づ く り と支 援 体 制 を推 進 して い か ない と、有 益
で あっ て も道 具 は使 われ な い もの に な る と考 え る。
7.教 育 と学 習 を支 援 す る た め に
(1)ICTやLMSの 利 用 は教 育 と学 習 を ど う変 えた か
経 営 学部 で のICTとLMS利 用 の実 践 か ら得 られ た教 訓 は 多 い。
も と も とは教 員 の作 業負 担 の軽 減 の 目的 で行 われ たICTの 利 用 が 、
・ 学生 との コ ミュ ニケ ー シ ョンの場 を形成 し、教 育 に有 効 で あっ た こ と
・ グル ー プ ウェア な どの新 しい技 術 に よ りコ ミュニ ケー シ ョン を活 性 化 で きた
こ と
・ 個 々 の学 生 に対応 した教 育 が 可能 に なっ た こ と
・ 教員 対 学 生 の構 造 だ け で な く、学 生 対 教 員 、 学 生 対 学 生 の構 造 が 可 能 とな っ
た こ と
な ど、 コ ミュ ニケ ー シ ョンの道 具 が教 育 の進 め方 を変 え る こ とがで き る こ とが 明 ら
か に な っ た。ICTに よ り、対 面 式 の 一 方 通行 の授 業 で は で きな か った個 々 の学 生 と
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のイ ンタラクシ ョンが可能 となった ことがその要因である。
学生 に とっては様 々な教材 の提供形態 によ り学習が容易 にな り、学習環境が改善
された ことがあげ られ る。 自宅か らの教材 のダ ウンロー ドや、知 りたい ときに直 ぐ
分か るFAQ集 な ど、学習す る上で有用 な情報 をWebか らいつ でも利 用できる よ うに
なった。 自己学習型教材 の利 用は今 までの学習形態 とは異 な り、新鮮味があ る。 し
か しこの教材 の利用 は利用者 自身で 自己管理 できることが必要であ り、興味を継続
して教材 を利用 させ るには教材 を工夫す ることが必要 となる問題 は残 ってい る。
教員 にとっての もっ とも大 きな教 訓はICTが 様 々な教授方 法の利用可能性 を示 し
て くれた ことである。
ICTやLMSを 利 用す ることに よって、教 育の方法論 である協調学習、モデルベー
ス学習 、 自己学習 な どを実施す ることがで きた。 これ らの教育方法論 を用いた授業
はICTを 利 用 しな くて も行 うこ とも可能 で ある。 しか し、ICTを 利用 す るこ とによ
り簡単に行 うことができる。
ICTを 利 用 しないで協調学習 をす る場合 は教室 内 とい う限 られ た場所 と時間で し
か行 えない。 しか しICTを 利 用す ればその問題 は無 くな り、また人前 では発言す る
ことが苦手 な学生 も議論 に参加す ることができ る。協調学習 をす る際にファッシ リ
テー タの役割 が教 員 に望 まれ てい るのはICTの 利 用/利 用 しない にかかわ らず 、必
要であ る。
モデルベ ースの学習 は一般 にはそれを行 うための準備 作業が必 要であ る。ICT利
用の例 として、教師画面 を学生画面で見せ ることは、教 師の学習プ ロセスのモデル
を学生に見せて学習 させ ているこ とになる。 また学生作品デー タベ ースを見せ るこ
とは完成作 品 とい うモデル を見せ ることになる。
自己学習 についてのICT利 用 の大 きなメ リッ トは 自動採 点 と個 々の学生 の学習状
況の管理 を容易 にできる ことで ある。ICTは 教員 の作業負 担 を減少 させ る ことに も
大 き く貢献す る。 これ らはICTを 利 用 しない方式 ではで きないこ とが多い。
ICTやLMSが 無 けれ ばで きなか った これ らの教授 法を教員 に教 えて くれた こ と、
そ してその利 用は学生を主体 と した教育 となるこ と、結果 として、e-Learningで い
うところの学生主体 の教育 を行 うこ とができた とい うこ とである。
(2)ICT活 用やLMS利 用 は誰のた めの ものか
教 育にお ける作業負担軽減 は教 員のた めで ある。 また(1)項で も示 した よ うに学
生主体の教育 を行 うことができるので、 これは学生 のた めである。
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しか し全 て の科 目でICTを 利 用 で き るわ けで は な く、 ま た全 て の 問題 に うま く利
用 で き るか とい うとそ うで はな い。 従 来 の教 育 方法 を用 い た方 が うま く行 く場 合 も
あ る。ICTを 利 用 す るの は 人 間 で あ り、利 用 す るか しな い か は その 効 果 に依 存 す る
こ とは 当然 で あ る。
私 情 協 の 「授 業 改 善奮 戦 記 」 に示 され て い る よ うに、 使 ってみ た 結果 、新 しい発
見 、新 しい教 育 の展 開 が あ った例 もあ る。 目的 に応 じて利 用す る方式 だ けで はな い。
シス テ ム設計 が ウォー ター フォ ール モデ ル で は な く、 ラ ピッ ドプ ロ トタイ ピン グ方
式 に変 わ っ て きた よ うに、様 々 な挑 戦 を してそ の効 果 を図 る方 式 は教 育 に も 当て は
ま る と考 え る。 この よ うな挑戦 を行 うこ とので き る情 報 環境 整 備 も求 め られ て い る
と考 え られ る。
(3)ICTを 教 育 に使 え るよ う に して い くた め に
10年 前 と現在 を比較 してそ の情報 の教 育 ・学習 環境 は大 き く変 わっ て きた。 グル ー
プ ウェ アが10年 前 には企 業 で は使 わ れ て い た もの の 、そ れ を学 生 が使 うよ うにな る
とは考 え られ な か った。 現 在 で は フ リー の グル ー プ ウェア がイ ンター ネ ッ ト上 で利
用 で き た り、Webサ ー バ を無料 で借 りる こ とが で きた り、電 子 メール ア ドレス を無
料 で 手 に入 れ る こ とが で き る よ うに な って い る。ICTを 誰 で もが利 用 で き る時 代 に
なっ た。 ま た それ を使 うと便利 で あ る こ とが広 く知 られ る こ とに な り、利 用者 の情
報 リテ ラシ ー能 力 が 向 上 した。 また パ ソコ ンな どの情 報機 器 の性 能 が これ らの利 用
を促 進 した。 っ ま り、本稿 で示 して きたICT活 用 の 実践 がで き る よ うに な った の は、
「学 生 の情 報 リテ ラシ ー能 力 の 向上 」、 「情 報 環 境 の整 備 」、 「情報 機 器性 能 の 向 上」
が あ った か らで あ る。 円熟 した技 術 は使 いや す い。 新 しい 技術 に挑 戦す るこ とは失
敗 の危 険 も含 め て リス クが あ る。 実 際 に実践 して きた情 報 活用 の 中 には捨 て去 っ た
もの もあれ ば 、使 え る よ うに改 良 を か さね て きた もの もあ る。 情 報 環境 や 使 え る技
術 は 一斉 に変 わ った の で は な く、徐 々 に変 化 して きた ので あ る。
グル ー プ ウ ェア、携 帯 メール 、そ して イ ンター ネ ッ トブ ラ ウザ な どの使 い勝 手 が
良 く、利 用価 値 の高 い ソフ トや ハ ー ドは強制 しな くて も学 生 は使 う。情 報 環 境整 備
に求 め られ て い る こ とは 、そ の よ うな こ とで あ る。 これ は対象 を学 生 に 限 る もの で
はな い。 教員 に とって も利 用価 値 の高 い もの は使 われ てい く とい うこ とで あ る。 た
だ し、そ れ が ある こ と、そ して そ の使 い方 の紹 介や 実践 報 告 の紹 介 を しな けれ ば 、
そ の 存在 そ の もの が分 か らな い。6.2の(4)で 示 した 米 国の 大 学 の例 の よ うな使 い方
も必 要 で あ ろ う。 また そ の時代 時代 に あっ た情 報環 境 基 盤 が必 要 で あ る こ とは も ち
ろん 、新 しい 基盤 作 りや 新 しい 技術 の導入 を も考慮 してい く こ とが必 要 で あ ろ う。
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新 しい技術 はいきな り使 えるよ うになるものでないか らである。
今後 として は経 営学部で行 ってい るLMS利 用 の試み についての学生の教育 プロセ
ス を測定 し、その評価 を もとに、教育 にフィー ドバ ック してい く予 定で ある。小 さ
な実践 の積 み重ね が次の実践の大きなステ ップ となることを期待 したい。
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注
【注1】1990年 頃 か らITの 中 に 通 信 技 術 を 含 め てICTと 呼 ば れ る よ うに な っ て き
た 。 こ こ で は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の 意 味 を 強 調 す る 意 味 で もICTの 用 語 を 用
い る。 こ こ で のICTは 特 別 の 目的 を持 つ ア プ リケ ー シ ョ ン や シ ス テ ム は 除 い た
の と して い る。 パ ソ コ ン を購 入 した ら誰 で もが 利 用 で き る基 本 的 な ソ フ トや ハ ー
ド技 術 を指 して い る 。 ま たCommunicationを 「通 信 」 と訳 して 利 用 す る 場 合 が
多 い が 、 こ こ で は 、 清 水 康 敬 先 生(メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー 理 事 長)が 主 張
され る 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 」 を利 用 す る。 そ れ は 通 信 とい う技 術 で は な く対
話 の た め の 技 術 を 意 味 す る か らで あ る 。
【注2】 私 情 協 の 広 報 誌 、 「大 学 教 育 と情 報 」、 社 団 法 人 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、
http:〃www.juce.jpこ の 雑 誌 は 年4回 発 行 され 、 協 会 会 員 校 に 対 して 複 数 冊 送
られ て い る。 「授 業 改 善 奮 戦 記 」 はVol,ll、No3、2003か ら連 載 され て い る。
【注3】 各LMSの 詳 細 に つ い て は 次 のURLを 参 照 の こ と(以 下 の 全 て のURLは
2004年5月10日 確 認 済 み)
・BlackBoardブ ラ ッ ク ボ ー ドジ ャ パ ンhttp://www .blackboard-japan.com/
ブ ラ ッ ク ボ ー ドhttp://www.blackboard.com/




・WebClass株 式 会 社 ウ ェ ブ ク ラ スhttp:〃www .webclass.jp/
・NetTutor野 村 総 合 研 究 所 グル ー プNRIラ ー ニ ン グネ ッ トワー ク
http://learningnet.nri.co.jp/
【注4】 ゼ ミで の グル ー プ ウェ ア の 評 価 に つ い て は2002年 度 の 学 生 が 卒 論 で 行 っ た 。
詳 細 は 皆 木 葉 月 、 「グル ー プ ウ ェ ア に よ る 生 産 性 向 上 一 ゼ ミで の 利 用 の 視 点
か ら 一」、 穂 積 ゼ ミ卒 業 論 文 集 、PP155～175を 参 照 の こ と。
【注5】SCORMと は 学 習 管 理 シ ス テ ム と学 習 コ ン テ ン ツ の 相 互 運 用 性 を 高 め る た め
の 規 格 で あ り 、1997年 に ア メ リ カ 政 府 が 進 め る 標 準 化 団 体ADL(Advanced
DistributedLearningInitiative)が 策 定 し た 。 日本 で は 、eLC(e-Learning
Consortium)が 標 準 化 活 動 とSCORM対 応 の コ ン テ ン ツ 製 品 に 対 す る認 定 作 業




【注6】 イ ン ス トラ ク シ ョナ ル ・デ ザ イ ン
InstructionalDesign(ID)と して 専 門 の 日本 語 の 本 は 少 な く 、 洋 書 に つ ぎ の も





しか し、 オ ン ラ イ ン学 習 や 遠 隔 教 育 の 発 展 に よ り、 日本 語 の 本 の 中 に はIDに
つ い て 触 れ られ よ うに な っ て い る。 た とえ ば 次 の 本 の 中 に記 述 が あ る。
・ 玉 木 欽 也 他
、 『eラ ー ニ ン グ 実 践 法 』、Ohmsha、2003。
・ 赤 堀 侃 司
、 『教 育 工 学 へ の 招 待 一 教 育 の 問 題 解 決 の 方 法 論 』、 ジ ャ ス トシ ス
テ ム2002。
・ 佐 藤 修
、『ネ ッ トラー ニ ン グ ー 事 例 に 学 ぶ21世 紀 の教 育 』、中 央 経 済 社 、2001。
・ 倉 橋 英 逸 他
、 『Web授 業 の 創 造 』、 関 西 大 学 出 版 部 、2000。
【注7】 米 国 イ リ ノ イ 大 学 の 情 報 環 境 な ど に つ い て は つ ぎ の もの に報 告 して あ る。
・ 穂 積 和 子
、 「米 国 と 日本 に お け る キ ャ ンパ ス の デ ジ タ ル 化 」、 第13回 私 情 協 大
会 、 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、PP.9～14、1999。
・ 穂 積 和 子
、 「イ ン タ ー ネ ッ トに よ る 教 育 環 境 の 変 化 一 イ リノ イ 大 学 一 」、 私 情
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協 ジ ャ ー ナ ルV。1.8,No.2、Fall'99.私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、pp.14～17、1999。
・ 穂 積 和 子 、 キ ャ ン パ ス の デ ジ タル 化 とイ ン タ ー ネ ッ ト社 会 、 平 成!2年 度 教 育
の 情 報 化 フ ォ ー ラ ム 、 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、pp67～70、2000。
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